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調査概要 2

調査手法 Web調査

調査対象者  15～39歳の未婚/既婚の男女一般生活者

サンプル数・
割付

本調査：20,000ss回収（未婚の男女 18,000ss／既婚の男女 2,000ss）

※既婚者は30代以下は5年以内に結婚した人を対象とした。※出現率の低い層では一部5年以上も対象。
※未婚者は、性別と年代（ 15-19歳、20-29歳,30-39歳）とエリア（①北海道、②東北、③関東、④北陸

⑤中部、⑥関西、⑦中国、⑧四国、⑨九州沖縄）の54セルで回収。
※割り付けの詳細は次頁

設問数  全77問（スクリーニング 10問 / 本調査 67問）

調査エリア 全国

調査時期
 2024年7月8日〜7月17日

スクリーニング 2024年7月8日~16日
本調査 2024年7月12日~17日



本調査回収割付数 3

都道府県 性別 未既婚 年齢 サンプル数
15才～19才 78

20代 212
30代 212

15才～19才 156
20代 211
30代 113

15才～19才 23
20代 96
30代 101

15才～19才 75
20代 95
30代 76

15才～19才 111
20代 279
30代 422

15才～19才 314
20代 439
30代 380

東京・愛知・大阪 男性 既婚 15-29才 208

東京・愛知・大阪 女性 既婚 15-29才 292

東京・愛知・大阪 男性 既婚 30-39才 250

東京・愛知・大阪 女性 既婚 30-39才 250

東京・愛知・大阪

以外 男性 既婚 15-29才 250

東京・愛知・大阪

以外 女性 既婚 15-29才 250

東京・愛知・大阪

以外 男性 既婚 30-39才 250

東京・愛知・大阪

以外 女性 既婚 30-39才 250

九州・沖縄

男性 未婚

女性 未婚

四国

男性 未婚

女性 未婚

中国

男性 未婚

女性 未婚

都道府県 性別 未既婚 年齢 サンプル数
15才～19才 35

20代 137
30代 187

15才～19才 98
20代 146
30代 88

15才～19才 64
20代 242
30代 293

15才～19才 194
20代 225
30代 140

15才～19才 319
20代 1,394
30代 1,666

15才～19才 880
20代 1,557
30代 741

15才～19才 40
20代 160
30代 184

15才～19才 101
20代 143
30代 76

15才～19才 170
20代 469
30代 754

15才～19才 364
20代 541
30代 254

15才～19才 192
20代 603
30代 696

15才～19才 432
20代 687
30代 335

近畿

男性 未婚

女性 未婚

中部

男性 未婚

女性 未婚

北陸

男性 未婚

女性 未婚

関東

男性 未婚

女性 未婚

男性 未婚

女性 未婚

東北

男性 未婚

女性 未婚

北海道

合計：20,000ss（未婚者18,000ss／既婚者2,000ss）

※集計に際し、未既婚の割合を補正するためにウエイトバック集計を行った。
（令和2年国勢調査人口等基本集計ベース）



【１】結婚等に対する若い世代の意識について
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5２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について

 未婚者は「結婚することは自然なことである」について当てはまらない計が50.5%で、既婚者(34.0%)よりも15pt高い。また「子ども
を持つことは自然なことである」に当てはまらない計が未婚者で51.1%で、既婚者(35.6%)よりも高い。 (Q26)

 未婚者は「結婚することは重要である」に当てはまらない計が未婚者で56.3%で、既婚者(38.7%)よりも高い。「子どもを育てるこ
とは重要である」に当てはまらない計が未婚者で42.2%で、既婚者(29.7%)よりも高い。(Q26)

①未婚者は「結婚・子どもを持つことは自然なこと/重要である」と既婚者より思っていない。

Q26.結婚や子どもを持つこと、生活の満足度やご自身のことについて、下記の事項はあなたにどの程度あてはまりますか。それぞれの項目について、お答えください。（各1つずつ）
※すでに配偶者がいらっしゃる方は、現在ではなく、結婚する前にどのように思っていたかをお答えください。

結婚することは自然なことである

子どもを持つことは自然なことである

結婚することは重要である

子どもを育てることは重要である

(%)

TOP2 BOTTOM
2

【未婚】 49.5 50.5

【既婚】 66.0 34.0

【基数：対象者全体】

結婚することは自然なことである
15.9

23.3

33.6

42.7

33.3

26.1

17.3

7.9

あてはまる
（そう思う）

ややあてはまる
（ややそう思う）

あまりあてはまらない
（あまりそう思わない）

あてはまらない
（そう思わない）

(%)

TOP2 BOTTOM
2

【未婚】 48.9 51.1

【既婚】 64.4 35.6

【基数：対象者全体】

子どもを持つことは自然なことである
15.4

23.2

33.5

41.2

32.7

25.8

18.3

9.7

あてはまる
（そう思う）

ややあてはまる
（ややそう思う）

あまりあてはまらない
（あまりそう思わない）

あてはまらない
（そう思わない）

(%)

TOP2 BOTTOM
2

【未婚】 43.7 56.3

【既婚】 61.3 38.7

【基数：対象者全体】

結婚することは重要である
15.0

23.8

28.7

37.5

34.2

29.7

22.1

9.0

あてはまる
（そう思う）

ややあてはまる
（ややそう思う）

あまりあてはまらない
（あまりそう思わない）

あてはまらない
（そう思わない）

(%)

TOP2 BOTTOM
2

【未婚】 57.8 42.2

【既婚】 70.3 29.7

【基数：対象者全体】

子どもを育てることは重要である
21.9

31.4

35.9

38.9

25.8

22.2

16.4

7.5

あてはまる
（そう思う）

ややあてはまる
（ややそう思う）

あまりあてはまらない
（あまりそう思わない）

あてはまらない
（そう思わない）



 未婚者のうち、「結婚はしたい」は32.6%、「結婚はできるならしたい」は30.1%。(SQ3)
 未婚者のうち、「結婚はできればしたくない」5.9%、「結婚はしたくない」14.0%。(SQ3)
 「法律婚ではなく、事実婚などを考えてみたい」と回答した人は3.0%。(SQ3)

6２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について

SQ3 あなたは今後、結婚したいと思いますか。（1つ）※ここでの結婚とは法律婚のことを指します。

結婚はしたい
32.6%

結婚はできるならしたい
30.1%

結婚はできればしたくない
5.9%

結婚はしたくない
14.0%

法律婚ではなく、事実
婚などを考えてみたい

3.0%

わからない
14.3%

結婚意思

② 未婚者のうち、結婚したい（または わからない等）と考えているのは80％、
結婚したくないと思っている計は20%。

(%)

n=

15～24才（未婚） (6,770)

25～34才（未婚） (7,479)

35～39才（未婚） (3,751)

※3%未満のスコアは非表示 【基数：「現在、結婚していない」とお答えの方】

38.6

29.2

19.9

32.8

30.7

28.6

5.6

5.6

5.5

9.6

16.8

23.7

3.1

4.3

11.7

14.6

18.0

結婚はしたい
結婚はできるならしたい
結婚はできればしたくない
結婚はしたくない
法律婚ではなく、事実婚などを考えてみたい
わからない

80.0%の合計



順位 行動をしていない理由 （％）

1位 婚活より優先したいことがあるから
（仕事や推し活など） 14.8

2位 婚活が面倒だから 11.8

3位 自分の外見に自信がないから 10.2

4位 結婚相手とは自然に出会いたいと
思っているから 9.6

5位 自分のスペック（給料や学歴な
ど）に自信がないから 9.4

6位 何から始めればいいかわからないから 8.8 

7位 自分の性格に自信がないから 7.2 

8位 結婚相手を探す良い方法がわから
ないから 5.3 

とても行動している
4.4%

まあまあ行動して
いる

13.0%

あまり行動してい
ない

33.4%

全く行動して
いない

50.2%

以前はしていたが、
今はしていない

8.0%

したほうがいいのはわかって
いるが、まだしていない

51.8%

する必要を感じ
ていない
39.4%

③ 結婚も視野に入れた相手を見つける行動をしている未婚者は17％。
行動していない人の約半数が「した方がいいのはわかっている」と回答し、４割は行動する
必要性を感じていない。

7２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について

[SQ6]あなたは現在「結婚も視野に入れた相手を見つける」ことについて、どのくらい行動をしていますか。
（1つ）

[SQ8]「結婚も視野に入れた相手を見つける」ことについて、あなたの状況に近いものをお選びください。
（1つ）

婚活活動 行動していない人の婚活意識
17.4%

 結婚を視野に入れた行動をしている未婚者は17.4%。(SQ6)
 活動をしていない人の51.8%が「した方がいいのはわかっている」と回答し、39.4%が「する必要を感じていない」と回答。(SQ8)

行動していない計
83.6%

[SQ9]現在「結婚も視野に入れた相手を見つける」ことについて行動をしていない
理由として、あなたの考えに一番近いものをお答えください。（1つ）

行動していない理由

n=30以上の場合（縦方向）

1位

2位

3位

4位

5位



④ 理想の結婚年齢について、未婚者の45%が25-29歳、30%が30-34歳と回答。

8２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について

 理想の結婚年齢について、未婚者のうち44.7%が25-29歳、29.6%が30-34歳と回答。(Q33)
 未婚の高校生の理想の結婚年齢は、25-29歳が63.6%で最も多く、次いで20-24歳が17.9%、30-34歳が14.8%。

未婚の大学生は、 25-29歳が63.5%で最も高く、次いで30-34歳が24.2%、20-24歳が6.8%。(Q33)
 未婚の20代社会人の理想の結婚年齢は、25-29歳が40.5%、30-34歳が40.3%。未婚の30代社会人は30-34歳が

28.2%、20-24歳が25.7%、35-39歳が23.1%。(Q33)

Q33.あなたがもし結婚するとした場合、理想の結婚年齢をお答えください。
※理想の年齢を過ぎた方も理想だった年齢をお答えください。

理想の結婚年齢
（％）

※（縦方向）

1位

2位

3位

未婚者計 高校生 大学生 20代社会人
（未婚）

30代社会人
（未婚）

18-19才 0.6 0.7 0.3 0.5 0.6

20-24才 7.3 17.9 6.8 3.9 3.4

25-29才 44.7 63.6 63.5 40.5 25.7

30-34才 29.6 14.8 24.2 40.3 28.2

35-39才 10.8 1.8 3.5 10.4 23.1

40-45才 4.7 0.3 0.8 2.2 14.2

46-49才 0.1 - 0.0 0.0 0.2

50才以上 2.4 0.9 0.9 2.2 4.7



25.1

20.5

9.9 9.1

5.2

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

利用したことがない

既婚者計
(n=2,000)

43.2

未婚者計
(n=18,000)

73.2

43.2

73.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

9

「マッチングアプリの利用経験」

既婚者 56.8％

未婚者 26.8％

Q28. （1）過去の恋愛で付き合った相手と知り合った場所・機会、出会った場所・機会としてあてはまるもの
をお答えください。（いくつでも）
※現在、交際相手／パートナーや配偶者がいらっしゃる方も過去の体験としてあてはまるものをすべてお答え

ください。
（2）そのうち、配偶者や現在の交際相手／パートナーと知り合った場所・機会、出会った場所・機会としてあ
てはまるものをお答えください。（1つ）

Q54.あなたは、「マッチングアプリ」を利用したことがありますか。利用した
人は目的も含めてお答えください。（いくつでも）
※配偶者がいらっしゃる方は、結婚前の状況としてお答えください。

出会いのきっかけ マッチングアプリの利用

 既婚者(直近５年間で結婚)の結婚相手との出会いのきっかけのトップは、マッチングアプリで25.1%。次いで、職場や仕事関係、
アルバイト先で20.5%。(Q28)

 既婚者の57%はマッチングアプリを利用したことがある。一方、未婚者の利用経験は27%で、未既婚でマッチングアプリの利用率に
約30ptの差がある。(Q54)

⑤ 既婚者の出会いのきっかけはマッチングアプリが最も多く25%、
次いで、職場や仕事関係・アルバイト先が20%、学校が10％と続く。

マッチング
アプリ

職場や仕
事の関係、
アルバイト

先
学校

友人や兄
弟姉妹の

紹介
パーティや

合コン

既婚者計 25.1 20.5 9.9 9.1 5.2

２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について



10２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について

⑥ 既婚者の結婚を決めた理由は、「年齢的にこのタイミング」が44.4%で最も高く、
次いで、「これ以上の相手は今後見つからない」が41.3%。

 結婚を決めた理由(複数回答)では、「年齢的にこのタイミングだと思ったから(44.4%)」が最も高く、次いで「これ以上の相手は
今後見つからないと思ったから(41.3%)」、「できるだけ早く一緒に暮らしたいと思ったから(20.7%)」。(Q49)

 最も大きな理由(単一回答)では、 「これ以上の相手は今後見つからないと思ったから」が理由として一番多く挙がっていた。(Q49)

Q49. （1）あなたが結婚を決めた理由にあてはまるものをお答えください。（いくつでも）
（2）ではその中で最も大きな理由をお答えください。（1つ）

(%)

n=

こ
れ
以
上
の
相
手
は
今
後
見
つ
か
ら
な

い
と
思
っ
た
か
ら

年
齢
的
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
っ

た
か
ら

で
き
る
だ
け
早
く
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

と
思
っ
た
か
ら
（
離
れ
て
暮
ら
し
た
く

な
か
っ
た
か
ら
）

子
ど
も
が
で
き
た
か
ら

で
き
る
だ
け
早
く
子
ど
も
が
欲
し
か
っ

た
か
ら

収
入
や
住
居
な
ど
生
活
基
盤
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら

転
勤
や
転
職
な
ど
相
手
の
仕
事
の
都
合

で 親
や
家
族
の
勧
め
、
同
意
が
あ
っ
た
か

ら 転
勤
や
転
職
な
ど
自
分
の
仕
事
の
都
合

で 結
婚
資
金
が
用
意
で
き
た
か
ら

友
人
や
知
人
な
ど
周
り
の
人
の
結
婚
が

決
ま
っ
て
き
た
か
ら

友
人
や
知
人
の
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら

そ
の
他

な
ん
と
な
く
・
特
に
な
い

M
A 結婚を決めた理由（いくつでも） (2,000) 41.3 44.4 20.7 9.7 18.3 10.3 5.6 8.3 5.5 4.9 7.4 3.6 1.8 9.0

S
A 最も大きな理由（1つ） (2,000) 30.0 23.2 9.4 7.2 5.2 3.6 2.0 2.0 2.0 1.6 1.5 1.4 1.8 9.0

※「SA」を基準に降順ソート 【基数：対象者全体】

0%

20%

40%

60%

結婚を決めた理由（いくつでも） 最も大きな理由（1つ）

既婚者計

n=30以上の場合（横方向）
※「その他」「なんとなく・特にない」除く

1位

2位

3位

4位

5位

結婚を決めた理由



Q38 ｎ＝

親 兄弟姉妹 友人
配偶者や、
交際相手
／パート
ナー

職場の上
司や同僚

身近で尊
敬する人・
信頼する人

インフルエン
サー

芸能人・著
名人

学校の先
生や授業で
習ったこと

テレビや新
聞、インター
ネットの
ニュース・記
事

SNSの情
報 その他

全 体 (6562) 35.3 5.3 19.5 6.3 3.2 5.5 3.0 3.8 3.0 5.2 8.7 1.3

結婚はしたい (2675) 31.2 5.3 22.4 9.6 3.7 6.1 3.6 4.4 2.4 3.5 6.7 0.9

結婚はできるならしたい (2174) 33.9 5.6 21.3 4.9 3.3 5.3 2.8 3.8 3.4 5.4 9.2 1.1

Q39 ｎ＝

結婚式に出
席したとき

親戚で集まっ
たり、親戚の
子どもと交流
したとき

結婚している
友達や知人
の話を聞いた
り、その家族
や子どもと交
流したとき

街中で家族
連れを見たと
き

友人や知人
のSNSなどで
家族の様子
を見たとき

インフルエン
サーや芸能
人の家族の
様子を見たと
き

ドラマで家族
の様子を見
たとき

テレビCMなど
の広告で家
族の様子を
見たとき

親が幸せそう
な結婚生活
を送っている
と感じたとき

親以外の近
しい身内や
友人・知人が
幸せそうな結
婚生活を
送っていると
感じたとき

その他
そのように
思ったとき
（経験）は
ない

結婚はしたい (5520) 20.9 15.7 21.4 35.3 18.3 15.6 18.0 8.7 16.4 21.4 0.9 19.6

結婚はできるならしたい (5577) 14.4 11.1 15.7 26.8 11.7 10.6 13.0 5.8 10.7 16.8 1.0 31.9

11２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について

⑦ 結婚意向がある人は、６割が結婚に対して周囲から影響を受けている。
結婚・子どもに憧れを抱くのは「街中で家族連れをみた時」などが挙がっている。

Q39.あなたは普段の生活の中で、「結婚っていいな」「結婚したいな」「子どものいる生活っていいな」「自分の子どもが欲しいな」と思うときがありますか。
あるとした場合、どのようなときに思いましたか。（いくつでも） ※すでに配偶者がいらっしゃる方は、結婚前のことをお答えください。

結婚・出産に対する考え方への影響

憧れを抱くシーン

 結婚意向がある人が結婚や出産に対する考え方について誰かに影響を受けたのは57.4%。影響を受けた人のうち、親が35.3%
が最も多く、次いで親以外の身近な人(兄弟姉妹・友人・上司や同僚・身近な尊敬する人)33.5%、それ以外(有名人・先生・マ
スコミ・SNSなど)が23.7%。(Q38)

 結婚意向がある人が結婚・子どもへの憧れを抱くシーン・タイミングとしては、１位が「街中で家族連れをみた時」、２位が「近しい身
内や友人・知人が幸せそうな結婚生活を送っていると感じた時」、３位が「結婚している友達や友人の話を聞いたりその家族や子ど
もと交流した時」。学生を中心にドラマ、芸能人、インフルエンサーの発信からも影響を受けている。(Q39)

SQ3 あなたは今後、結婚したいと思いますか。（1つ）※ここでの結婚とは法律婚のことを指します。



12２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【１】結婚等に対する若い世代の意識について

⑧ 将来の不安について、未婚者は「自分の収入だけで生活」に約半数が不安を抱え、
「仕事を始める・続けていくこと」「一人で生きていくこと」への不安も抱えている。

 未婚者では、将来の不安で最も大きいのは「自分の収入だけで生活していくことに対する不安」が最も多く、48.9%。(Q27)
 次いで、「仕事を始める・続けていくことへの不安(41.4%)」、「一人で生きていくことに対する不安(40.9%)」、「健康を維持・長生

きすることに対する不安(34.6%)」が挙がっている。(Q27)

Q27.あなたご自身の将来の不安や悩み、考え事についておうかがいします。
（1）あなたが将来不安に感じていることをお答えください。（いくつでも） ※表示された項目についてお答えください。

n=
自分の収入だ
けで生活して
いくことに対す

る不安

仕事を始め
る・続けていく
ことへの不安

一人で生きて
いくことに対す

る不安

健康を維持・
長生きすること
に対する不安

親や家族の介
護に対する不

安

結婚相手を
見つけること・
出会うことに
対する不安

親、家族の関
係に対する不

安
出産や子育て
に対する不安

結婚生活を
始める・続けて
いくことに対す

る不安

身近な知人・
友人との関係
に対する不安

将来不安に感じていること (18,000) 48.9 41.4 40.9 34.6 31.8 31.2 24.0 20.9 20.6 16.2

48.9

41.4 40.9
34.6

31.8 31.2

24
20.9 20.6

16.2

0

10

20

30

40

50

60

将来の不安



【２】若者が結婚しない理由について

13



14２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【２】若者が結婚しない理由について

• 未婚者は「結婚すると、夢が無くなる」と51.1%が思っており、既婚者(36.3%)よりも約15pt高い。(Q21)

① 未婚者は「結婚すると、夢が無くなる」と考える者の方が若干多く、既婚者は「結婚すると、 
夢が広がる」と考える方が多い。

Q21.あなたご自身の性格や意識、暮らし方についてお聞きします。次にあげた【A】と【B】の事柄について、あなたご自身の近いものをそれぞれ1つずつお答えください。

【Ａ】結婚すると、夢が広がる
【Ｂ】結婚すると、夢がなくなる

(%)

【A】計 【A】 【B】 【B】計

既婚 63.7 36.3

未婚 48.9 51.1
結婚すると、夢が広がる 結婚すると、夢がなくなる

20.2

15.0

43.5

33.9

6.7

16.5

29.5

34.6

【A】に近い どちらかといえば【A】に近い
あてはまらない・わからない どちらかといえば【B】に近い
【B】に近い



15２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【２】若者が結婚しない理由について

 結婚のハードルについて、未婚者は「出会いの場所・機会がないこと(29.3%)」が最も高く、次いで「結婚しているイメージができない
こと(25.2%)」、「自由さや気楽さを失いたくないこと(24.4%)」が続く。(Q43)

② 未婚者は、出会いがない、結婚しているイメージができない、自由を失いたくない等を結婚
のハードルと感じている。

結婚のハードル

Q43. （1）あなたの結婚へのハードルとなっていることをお答えください。（いくつでも） ※すでに配偶者がいらっしゃる方は、結婚前にハードルとなっていたことをお答えください。
（2）そのうち、最もハードルとなっていることをお答えください。（1つ） ※すでに配偶者がいらっしゃる方は、結婚前にハードルとなっていたことをお答えください。

未婚者計 既婚者計

1位 そもそも出会いの場所・機会がないこと 29.3 そもそも出会いの場所・機会がないこと 20.1

2位 自分が結婚しているイメージができないこと 25.2 自由さや気楽さを失いたくないこと（生き方が制限される） 18.9

3位 自由さや気楽さを失いたくないこと（生き方が制限される） 24.4 自分の培ってきたリズムやペースが崩れること 17.2

4位 家族を養えるほど経済力がないこと 23.5 結婚資金が準備できないこと 14.4

5位 恋愛の仕方がわからないこと 23.0 家族を養えるほど経済力がないこと 13.7



③ 未婚者の２割が結婚したくないと思っており、
理由は「メリットを感じない」が26%で最も多く、次いで「ひとりで生活したい」が17％、
「人と関わりたくない」、「自分に時間を使いたい」が14%。

16２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【２】若者が結婚しない理由について

SQ3 あなたは今後、結婚したいと思いますか。（1つ）※ここでの結婚とは法律婚のことを指します。

結婚はしたい
32.6%

結婚はできるならしたい
30.1%

結婚はできればしたくない
5.9%

結婚はしたくない
14.0%

法律婚ではなく、
事実婚などを考え

てみたい
3.0%

わからない
14.3%

 未婚者のうち、「結婚はできればしたくない」のが5.9%、「結婚はしたくない」と回答したのが14.0%。(SQ3)
 結婚したくない理由として最も多いのが「メリットを感じないから(26.2%)」、次いで「ひとりで生活したいから(16.7%)」、「人と関わり

たくないから(13.9%)」、「自分に時間を使いたいから(13.9%)」が挙がっている。(SQ4)

SQ4.あなたが「結婚したくない」と思う理由であなたの考えに一番近いものをお答えください。（1つ）
※ここでの結婚とは法律婚のことを指します。

順位 結婚したくない理由 （％）
1位 結婚にメリットを感じないから 26.2
2位 ひとりで生活したいから 16.7
3位 人と関わりたくないから 13.9
4位 自分に時間を使いたいから 13.9
5位 自分にお金を使いたいから 11.4
6位 結婚している自分が想像つかないから 10.9
7位 相手の親との関わりが面倒だから 5.7

その他 2.6

結婚意思 結婚したくない理由

事実婚/わからないを含め
結婚意向
８割



 未婚者の約３割が恋愛経験がない。(Q32)
 未婚者の６割は「恋愛や結婚は面倒だ」「恋愛よりも趣味や仕事を優先したい」と思っており、７割は「他のことより優先してまで

結婚・恋愛をしたくない」と思っている。(Q31)
 一方で、「結婚することで精神的な安らぎを得ることができる（60%）」「恋愛や結婚は自分を高めてくれる（59%)」「恋愛や

結婚は生活を充実させてくれる（64%）」といった結婚や恋愛に対するポジティブな気持ちもある。(Q31)

④未婚者の約３割が恋愛経験がなく、未婚者の約６割は「恋愛や結婚は面倒だ」
「恋愛よりも趣味や仕事を優先したい」と思っており、
７割は「他のことを優先してまで結婚・恋愛をしたくない」と思っている。

17２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【２】若者が結婚しない理由について

Q32.ここ最近のあなたご自身の恋愛の傾向としてあてはまるものをお答えください。（いくつでも） Q31.では、あなた自身の恋愛や結婚についてどのような意識や考えをお持ちですか。
それぞれの項目について、最も近いものをお答えください。（各1つずつ）

n= 恋愛したことがない

既婚者計 (2,000) 4.9

未婚者計 (18,000) 29.8％

重点
セグメント別

高校生（未婚） (2,143) 30.8％

大学生（未婚） (2,292) 29.0％

20代社会人（未婚） (6,307) 29.5％

30代社会人（未婚） (6,682) 29.9％

性年代別
（未婚）

15～24才男性（未婚） (2,436) 33.9％

25～34才男性（未婚） (4,079) 36.7％

35～39才男性（未婚） (2,624) 33.6％

15～24才女性（未婚） (4,334) 29.8％

25～34才女性（未婚） (3,400) 30.8％

35～39才女性（未婚） (1,127) 29.0％

(%)

【未婚】

n=

TOP2 BOTTOM
2

恋愛や結婚は面倒だ (18,000) 58.8 41.2

恋愛よりも趣味や勉強や仕事を優先したい (18,000) 58.6 41.4

他のことより優先してまで結婚・恋愛をしたくない (18,000) 67.9 32.1

24.6

23.5

30.3

34.2

35.2

37.6

29.0

31.7

24.6

12.2

9.7

7.5

あてはまる
（そう思う）

ややあてはまる
（ややそう思う）

あまりあてはまらない
（あまりそう思わない）

あてはまらない
（そう思わない）

(%)

【未婚】

n=

TOP2 BOTTOM
2

結婚することで精神的な安らぎを得ることができる (18,000) 60.6 39.4

恋愛や結婚は自分を高めてくれる (18,000) 59.2 40.8

恋愛や結婚は生活を充実させてくれる (18,000) 64.3 35.7

19.2

17.9

19.8

41.3

41.2

44.5

26.1

26.9

23.7

13.3

13.9

12.0

あてはまる
（そう思う）

ややあてはまる
（ややそう思う）

あまりあてはまらない
（あまりそう思わない）

あてはまらない
（そう思わない）

ネガティブな意識

ポジティブな意識

恋愛経験



18２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【２】若者が結婚しない理由について

⑤ 行動する必要がないと思う理由として、
学生は「まだ若い」と思っており、社会人は「そこまでして出会いたいと思わない」、
また、共通して「自然といい人は現れる」と思っている。
 出会うための行動をする必要を感じていない理由として、未婚者では「そこまでして出会いたいと思わないから(36.3%)」が最も多く、

次いで「今はまだ若いのでそこまで焦らなくてもいいと思っているから(18.4%)」、「自然といい人は現れると思っているから(12.7%)」。
(SQ10)

 高校生・大学生での理由の１位「今はまだ若いのでそこまで焦らなくてもいいと思っているから」で、社会人では「そこまでして出会いた
いと思わないから」が１位に挙がる。(SQ10)

SQ10. 「結婚も視野に入れた相手を見つける」必要を感じていない理由について、あなたの考えに一番近いものをお答えください。（1つ）

既婚者 高校生 大学生 20代社会人（未婚） 30代社会人（未婚）

SC10 「出会うための⾏動をしなければいけないと
思わない」理由（１位） － 今はまだ若いのでそこまで焦らなくていいと思っている そこまでして出会いたいと思わないから

n=

そこまでして出会
いたいと思わない

から

今はまだ若いので
そこまで焦らなくて
いいと思っている

から

自然といい人は
現れると思ってい

るから

結婚したいが、そ
こまで強く考えて

いないから

無理に行動しても
いい人には出会
えずお金と時間を
浪費するだけだか

ら

所属している学
校・職場・趣味の
コミュニティなどで
いずれ出会えそう

だから

いざとなれば、親
や友人など誰かに
紹介してもらえば
いいと思っている

から

友人や知人、同
級生などと今後

恋愛に発展すると
思っているから

その他

未婚者計 (868) 36.3 18.4 12.7 11.1 10.1 4.0 2.3 2.0 3.1

0%

20%

40%

60%

未婚者 男性 女性
行動する必要がない理由



 結婚意向があるが行動できていない未婚者は、結婚へのハードルについて、学生・社会人共通して、 「そもそも出会いの場所・機会
がない」「恋愛の仕方がわからない」「結婚しているイメージができない」が上位に挙げられた。また、「家族を養えるほど経済力がない」
「自由さや気楽さを失いたくない」も高い。 (Q43)

 結婚相手を見つけるための行動をとっていない理由として、男性は「自分のスペックに自信がないから」が最も多く、女性は「婚活より
優先したいことがある」が多い。(SQ9)

 結婚によって失うことは、「自分の時間が減る」が最も多い。(Q47)

⑥ 結婚意向がある未婚者の結婚へのハードルとして最も多いのは「出会いの場がない」
次いで「恋愛の仕方がわからない」「イメージができない」「経済力がない」などが挙がる。

19２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【２】若者が結婚しない理由について

[SQ9]現在「結婚も視野に入れた相手を見つける」ことについて行動をしていない
理由として、あなたの考えに一番近いものをお答えください。（1つ）

ハードルになっていること（なっていたこと）
（いくつでも）

未婚者
計

高校生
（未
婚）

大学生
（未婚）

20代社
会人
（未婚）

30代社
会人
（未婚）

そもそも出会いの場
所・機会がないこと 29.3 22.7 30.4 29.0 34.1

恋愛の仕方がわから
ないこと 23.0 24.6 27.5 20.8 22.3

自分が結婚しているイ
メージができないこと 25.2 22.1 24.7 24.3 29.0

家族を養えるほど経済
力がないこと 23.5 14.3 17.2 25.7 31.0

自由さや気楽さを失い
たくないこと（生き方
が制限される）

24.4 19.8 22.3 24.3 29.5

結婚の不利点
（デメリット）
（いくつでも）

自分の時間が減る 49.0

相手の嫌な面が見える 34.0

家族を養う責任が生まれる 31.2

行動や生き方の自由が損なわ
れる 30.7

家事や生活の負担が増える 28.4

Q43. （1）あなたの結婚へのハードルとなっていることをお答えください。（いくつ
でも） ※すでに配偶者がいらっしゃる方は、結婚前にハードルとなっていたことを
お答えください。

Q47. （1）あなたが、結婚によって失うこと、我慢すること、不
利点（デメリット）と思うことをお答えください。（いくつでも）
※すでに配偶者がいらっしゃる方は、実際に結婚して感じた不

利点（デメリット）をお答えください。

（％） （％）行動をとっていない理由結婚へのハードル 結婚によって失うこと

n=30以上の場合（縦方向）

1位

2位

3位

4位

5位
男性 女性

婚活より優先したいことがあるから（仕事や推し活など） 11.2 18.9
婚活が面倒だから 12.5 11.1
自分の外見に自信がないから 11.1 9.2
結婚相手とは自然に出会いたいと思っているから 7.0 12.5
自分のスペック（給料や学歴など）に自信がないから 12.8 5.5
何から始めればいいかわからないから 9.5 8.1
自分の性格に自信がないから 7.3 7.0
結婚相手を探す良い方法がわからないから 5.7 4.8
婚活のための交際費などにお金を十分にかけられないから 6.0 3.0
人にお金を使いたくないから 4.5 4.2
自分の健康状態に不安があるから 3.1 3.3
婚活の典型的な手段（結婚相談所・婚活アプリなど）は使
いたくないから 0.9 1.5

知り合いから紹介してもらいたいが、頼むのは気後れするから 1.1 0.7
婚活している自分が恥ずかしいから 0.9 0.9
婚活しているのがバレるのが恥ずかしいから 0.6 1.2



⑦ 結婚に踏み出さないのは、結婚へのメリットを感じられておらず、
「面倒くさい」「自分を優先したい」「自信のなさ」といった３大理由が背景にある。
特に社会人は人との関わりを避ける傾向で、自分以外へのお金や時間の投資に躊躇。
 結婚したくない理由として、未婚者では「結婚にメリットを感じないから」が最も多い。高校生・大学生は次いで、「自分にお金を使いた

い」、20代社会人は「一人で生活したい」、30代社会人は「人と関わりたくない」が多い。(SQ4)
 結婚も視野に入れた相手を見つけるための行動をしていない理由として、「婚活より優先したいことがある」が高校生・大学生では１位、

20代社会人では２位、30代社会人では３位に上がる。20-30代社会人では「婚活が面倒だから」が最も高い。また、「自分のスペッ
クに自信がない」が20代社会人では３位に、30代社会人では２位に挙がっている。(SQ9)

 社会人は出会うための行動をしなければいけないと思わない理由として、「そこまでして出会いたいと思わない」が最も高い。(SQ10)

20２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【２】若者が結婚しない理由について

[SQ4]あなたが「結婚したくない」と思う理由であなたの考えに一番近いものを
お答えください。（1つ）※ここでの結婚とは法律婚のことを指します。

[SQ9]現在「結婚も視野に入れた相手を見つける」ことについて行動をしてい
ない理由として、あなたの考えに一番近いものをお答えください。（1つ）

[SQ10]「結婚も視野に入れた相手を見つける」必要を感じていない理由につ
いて、あなたの考えに一番近いものをお答えください。（1つ）

婚活している自分が
恥ずかしいから

0.7%

婚活の典型的な手段
（結婚相談所・婚活
アプリなど）は使いたく

ないから
1.2%

婚活しているのが
バレるのが恥ずか

しいから
0.6%

知り合いから紹介して
もらいたいが、頼むの
は気後れするから

0.8%

自分の性格に自信が
ないから
6.8%

自分の外見に自信が
ないから
10.0%

自分のスペック（給料
や学歴など）に自信

がないから
8.9%

自分の健康状態に不
安があるから

3.3%

何から始めればいいか
わからないから

10.9%結婚相手を探す良い
方法がわからないから

5.1%

結婚相手とは自然に
出会いたいと思ってい

るから
9.4%

婚活が面倒だから
12.4%

婚活より優先したいこ
とがあるから（仕事や

推し活など）
13.9%

婚活のための交際費
などにお金を十分にか

けられないから
3.9%

人にお金を使いたくな
いから
4.8%

その他
7.4%

結婚したいが、そこまで
強く考えていないから

12.3%

そこまでして出会
いたいと思わない

から
33.4%

今はまだ若いのでそこ
まで焦らなくていいと

思っているから
21.4%

自然といい人は現れる
と思っているから

11.2%

いざとなれば、親や友
人など誰かに紹介して
もらえばいいと思ってい

るから
1.6%

所属している学校・職
場・趣味のコミュニティ
などでいずれ出会えそ

うだから
4.8%

友人や知人、同級生
などと今後恋愛に発

展すると思っているから
2.1%

無理に行動してもいい
人には出会えずお金と
時間を浪費するだけだ

から
9.6%

その他
3.6%

行動をしない理由結婚したくない理由 行動をしなければいけないと思わない理由

未婚者
計 高校生 大学生

20代社
会人

（未婚）

30代社
会人

（未婚）

ひとりで生活したいから 16.7 16.0 15.5 17.9 15.5

自分にお金を使いたいから 12.5 18.8 18.0 11.6 9.3

自分に時間を使いたいから 13.9 16.7 13.8 12.8 13.6

人と関わりたくないから 13.9 6.2 7.0 14.5 18.2

結婚している自分が想像つかないから 10.8 14.4 10.1 9.9 11.2

相手の親との関わりが面倒だから 3.5 0.6 3.8 3.5 4.4

結婚にメリットを感じないから 26.2 23.6 28.8 27.6 25.7

その他 2.4 3.8 3.0 2.2 2.2



【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

21



n=

ライフデザイン
（ライフプラン）
を学ぶ機会はな

かった

ライフデザイン
（ライフプラン）
を学んだことがあ

る

企業（勤め
先）で主催した
セミナーや講座な

ど

高校、大学など
の授業など

企業（勤め先
以外）が主催す
るセミナーや講座

など

婚活サービスの
一環で

自治体主催のセ
ミナーや講座など その他

既婚者計 (2,000) 75.3 24.7 9.3 7.4 6.6 4.6 3.0 1.5
未婚者計 (18,000) 70.8 29.2 4.0 21.6 2.5 1.9 1.7 0.8

重点
セグメント別

高校生（未婚） (2,143) 52.0 48.0 1.9 43.6 2.0 0.6 1.6 0.6
大学生（未婚） (2,292) 58.3 41.7 2.1 38.6 1.8 1.1 1.5 0.1
20代社会人（未婚） (6,307) 76.0 24.0 5.4 14.4 3.1 2.5 1.8 0.8
30代社会人（未婚） (6,682) 84.1 15.9 4.2 6.9 2.4 2.1 1.7 1.2

性年代別
（未婚）

15～24才男性（未婚） (2,436) 60.1 39.9 4.5 32.5 2.9 1.6 2.8 0.7
25～34才男性（未婚） (4,079) 79.0 21.0 6.5 9.8 3.6 3.1 2.2 1.0
35～39才男性（未婚） (2,624) 82.9 17.1 4.9 6.4 2.6 2.8 2.1 1.5
15～24才女性（未婚） (4,334) 58.9 41.1 1.6 37.5 1.6 1.0 0.7 0.3
25～34才女性（未婚） (3,400) 79.5 20.5 3.8 12.6 2.2 1.6 1.1 0.9
35～39才女性（未婚） (1,127) 88.4 11.6 2.2 5.3 1.5 1.4 1.5 0.9

性年代別
（既婚）

15～24才男性（既婚） (61) 67.0 33.0 17.6 13.3 12.0 3.0 8.2 0.8
25～34才男性（既婚） (653) 73.5 26.5 10.3 7.3 8.3 4.1 3.0 1.5
35～39才男性（既婚） (244) 66.0 34.0 18.7 6.2 12.3 6.4 5.7 1.0
15～24才女性（既婚） (73) 82.3 17.7 1.2 15.0 1.2 0.6 2.6 -
25～34才女性（既婚） (804) 80.3 19.7 5.8 7.7 3.7 3.1 1.9 1.7
35～39才女性（既婚） (165) 76.5 23.5 5.0 6.7 3.8 7.6 2.1 1.7

22２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

 未婚者の70％がライフデザインを学ぶ機会はなかったと回答。年代が上がるほど受けたことがない割合が高くなる。(Q50)
 高校生は約５割、大学生は約４割が学校での授業などを通して、ライフデザインを学んでいる。(Q50)

① 未婚者の７割がライフデザインは受けたことがない。
高校生・大学生は4-5割が学校の授業などでライフデザインを学んでいる。

Q50.あなたご自身のライフデザイン（ライフプラン）について学んだ機会が、これまでにありましたか。あった方は、どちらで学んだのかも含めてお答えください。（いくつでも）
※ライフデザイン（ライフプラン）とは、今後の人生で起こりうるライフイベント(進学・就職・結婚・育児・自宅の購入等)を把握し、理想的な暮らしを行うにはどのような行動が必要となるか構想を描くことです。

ライフデザインを学ぶ機会



② 未婚者の７割がライフデザインは受けたことがない。
学んだ経験がある人では、理想の結婚年齢を「25歳から29歳」と回答する割合が高くなる傾向。

23２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

 未婚者の70％がライフデザインを学ぶ機会はなかったと回答。年代が上がるほど受けたことがない割合が高くなり、30代社会人
は８割以上が受けたことがない。(Q50)

 理想の結婚年齢が25－29歳なのは変わりないが、ライフデザインを学んだことがあるかどうかでその割合に差が出る。特に、「子
育ての情報」や「妊娠・出産に関わる身体的な情報」を学んだ人では、理想の結婚年齢を「25歳から29歳」と回答した割合が
約６割であるのに対して、そういったことを学ぶ機会がなかった人では、約４割となっている。 (Q33)

Q33.あなたがもし結婚するとした場合、理想の結婚年齢をお答えください。
※理想の年齢を過ぎた方も理想だった年齢をお答えください。

Q50.あなたご自身のライフデザイン（ライフプラン）について学んだ機会が、これまでにありましたか。あっ
た方は、どちらで学んだのかも含めてお答えください。（いくつでも）
※ライフデザイン（ライフプラン）とは、今後の人生で起こりうるライフイベント(進学・就職・結婚・育児・
自宅の購入等)を把握し、理想的な暮らしを行うにはどのような行動が必要となるか構想を描くことです。

n=

ライフデザイン（ライフ
プラン）を学ぶ機会は

なかった

既婚者計 (2,000) 75.3
未婚者計 (18,000) 70.8

重点
セグメント別

高校生（未婚） (2,143) 52.0
大学生（未婚） (2,292) 58.3
20代社会人（未婚） (6,307) 76.0
30代社会人（未婚） (6,682) 84.1

性年代別
（未婚）

15～24才男性（未婚） (2,436) 60.1
25～34才男性（未婚） (4,079) 79.0
35～39才男性（未婚） (2,624) 82.9
15～24才女性（未婚） (4,334) 58.9
25～34才女性（未婚） (3,400) 79.5
35～39才女性（未婚） (1,127) 88.4

（％）ライフデザインを学ぶ機会 ライフデザインと結婚年齢

理想の結婚年齢

ライフデザイン学習経験別 18-19才 20-24才 25-29才 30-34才 35-39才 40-45才 46-49才 50才以上

学んだ計 0.5% 9.4% 52.8% 24.4% 8.1% 3.1% 0.0% 1.7%

子育ての情報 0.8% 12.2% 59.3% 18.4% 6.3% 2.1% 0.0% 0.9%

妊娠、出産に関わる身体的な情報 0.4% 13.4% 58.0% 19.8% 4.9% 2.2% 0.0% 1.3%

結婚の仕方 0.6% 13.4% 52.2% 22.5% 7.5% 3.5% 0.0% 0.3%

学んでいない計 0.7% 6.4% 41.3% 31.7% 11.9% 5.3% 0.1% 2.7%



24２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

③ ライフデザインで学んだことがある内容は、既婚者で「マネープラン」が43%が最も高く、
次いで「キャリアプラン」、「妊娠・出産」、「コミュニケーションの方法」が続く。
学生では「キャリアプラン」が最も学ばれている傾向。
 既婚者で学ばれているのは、「マネープラン(43.4%)」が最も高く、次いで「キャリアプラン(38.8%)」、「妊娠・出産に関わる身体的な

情報(22.2%)」、「コミュニケーションの方法(21.7%)」。(Q51)
 学生では「キャリアプラン」が最も学ばれており、高校生では43.0%、大学生では54.0%が学んでいる。(Q51)

Q51.あなたご自身のライフデザイン（ライフプラン）を学ぶ機会はこれまでにあったとのことですが、（1）どのようなことを学んだのか、下記の中からお答えください。（いくつでも）
（2）学んだ結果、結婚や出産に対して前向きになったものをお答えください。（いくつでも）

n=
マネープラン、
経済的な

情報
キャリアプラ

ン

妊娠、出産
に関わる身
体的な情

報

コミュニケー
ションの方

法
子育ての情

報

結婚や結
婚生活に関
する情報

（結婚する
と生活がどう
変わるかな

ど）

結婚を考え
られる相手
と出会える

方法

結婚の仕
方

両親以外
の多様な結
婚や家族の

あり方

地域支援
サービスの

情報
その他

既婚者計 (510) 43.4 38.8 22.2 21.7 21.0 20.8 18.0 17.5 13.7 12.7 2.5

未婚者計 (4,811) 34.4 46.9 23.8 20.0 18.4 18.4 8.7 12.7 14.8 13.0 2.9

重点
セグメント別

高校生（未婚） (1,030) 31.9 43.0 36.9 19.5 26.5 22.2 8.4 16.5 19.8 15.5 1.8

大学生（未婚） (965) 32.2 54.0 24.8 18.8 20.5 17.9 7.7 11.3 14.2 14.2 1.2

20代社会人（未婚） (1,517) 35.9 49.4 16.7 20.3 13.0 17.1 9.8 10.5 11.5 11.3 3.4

30代社会人（未婚） (1,101) 39.6 43.3 13.6 19.7 10.3 14.1 8.2 10.8 11.2 10.5 6.9

学んだもの



25２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

 ライフデザインを学んだ人は、結婚意向が39.6%で、学んでない人(29.4%)に比べて高い傾向。(SQ3)
 結婚も視野に入れた相手を見つけるための行動についても、学んでいない人の14.5%が行動しているのに対し、学んだ人は

20.7%が行動している。(SQ6)
 積極的に恋愛したいと回答したのが、ライフデザインを学んだ人が57.2%で、学んでない人(49.0%)よりも高い。(Q31)
 理想の結婚年齢について、ライフデザインを学んだことがある人で、理想の結婚年齢が25－29歳なのは変わりないが、ライフデザイン

を学んだことがあるかどうかでその割合に差が出る。特に、「子育ての情報」や「妊娠・出産に関わる身体的な情報」を学んだ人では、
理想の結婚年齢を「25歳から29歳」と回答した割合が約６割であるのに対して、そういったことを学ぶ機会がなかった人では、約４
割となっている。(Q33)

 ライフデザインを学んだ人は、自分自身に満足しているのが53.1%で、学んでいない人(43.2%)と比べて約10pt高い。(Q22)

④ライフデザインを学んだ人は学んでない人と比べて、結婚・恋愛意向が高い傾向があることに加え、
理想の結婚年齢を「25歳から29歳」と回答する割合が高くなり、自分自身への満足度も高い。

理想の結婚年齢（再掲）

Q33.あなたがもし結婚するとした場合、理想の結婚年齢をお答えください。 ※理想の年齢を過ぎた方も理想だった年齢をお答えください。

SQ3.あなたは今後、結婚したいと思いますか。（1つ）※ここでの結婚とは法律婚のことを指します。

SQ6.あなたは現在「結婚も視野に入れた相手を見つける」ことについて、どのくらい行動をしていますか。（1つ）

Q31S1.あなた自身の恋愛や結婚についてどのような意識や考えをお持ちですか。
積極的に恋愛したい

Q22S1.あなたの普段の生活の満足感やご自身について、あてはまるものをお答えください。（各1つずつ）
自分自身に満足している

SQ3 ｎ＝

結婚はした
い

結婚はでき
るならした

い

結婚はでき
ればしたく

ない

結婚はした
くない

法律婚で
はなく、事
実婚などを
考えてみた

い

わからない

ライフデザイン学習
経験

学んだ計 (4811) 39.6 32.5 5.6 9.8 2.4 10.1
学んでいない計 (13189) 29.4 31.0 5.5 16.3 2.6 15.2

SQ6 ｎ＝

とても行動
している

まあまあ行
動している

あまり行動
していない

全く行動し
ていない

行動して
いる計

行動して
いない計

ライフデザイン学習
経験

学んだ計 (2603) 6.1 14.7 38.1 41.2 20.7 79.3
学んでいない計 (6886) 3.4 11.1 31.4 54.1 14.5 85.5

Q31S1 ｎ＝

あてはまる
（そう思

う）

ややあては
まる（やや
そう思う）

あまりあて
はまらない
（あまりそ
う思わな

い）

あてはまら
ない（そう

思わな
い）

あてはまる
（そう思
う）計

あてはまら
ない（そう
思わな
い）計

ライフデザイン学習
経験

学んだ計 (5321) 21.9 35.4 29.6 13.2 57.2 42.8
学んでいない計 (14679) 17.3 31.7 33.3 17.7 49.0 51.0

Q22S1 ｎ＝

あてはまる
（そう思

う）

ややあては
まる（やや
そう思う）

あまりあて
はまらない
（あまりそ
う思わな

い）

あてはまら
ない（そう

思わな
い）

あてはまる
（そう思
う）計

あてはまら
ない（そう

思わな
い）計

ライフデザイン学習
経験

学んだ計 (5321) 15.8 37.3 30.8 16.1 53.1 46.9
学んでいない計 (14679) 11.8 31.4 35.3 21.5 43.2 56.8

結婚意思

婚活活動

「積極的に恋愛したい」 「自分自身に満足している」

理想の結婚年齢

ライフデザイン学習経験別 18-19才 20-24才 25-29才 30-34才 35-39才 40-45才 46-49才 50才以上

学んだ計 0.5% 9.4% 52.8% 24.4% 8.1% 3.1% 0.0% 1.7%

子育ての情報 0.8% 12.2% 59.3% 18.4% 6.3% 2.1% 0.0% 0.9%

妊娠、出産に関わる身体的な情報 0.4% 13.4% 58.0% 19.8% 4.9% 2.2% 0.0% 1.3%

結婚の仕方 0.6% 13.4% 52.2% 22.5% 7.5% 3.5% 0.0% 0.3%

学んでいない計 0.7% 6.4% 41.3% 31.7% 11.9% 5.3% 0.1% 2.7%



26２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

 今後のライフプランを考える上で知っておきたい情報は、「マネープラン」が未既婚で最も高い。(Q52)
 未婚者が既婚者よりも知りたいと思っている情報として「コミュニケーションの方法」や「結婚や結婚生活に関する情報」、「結婚の仕

方」、「結婚を考えられる相手と出会える方法」などが挙がっている。(Q52)

⑤ 今後のライフプランを考える上で知りたい情報は、全体では「マネープラン」が最も高く、
未婚者は「コミュニケーションの方法」、「結婚・結婚生活に関する情報」、
「結婚の仕方」、「出会う方法」が既婚者よりも高い傾向。

Q52.あなたのこれまでの人生を振り返って下記の回答にお答えください。
（2）では、今後のライフプランを考える上で知っておきたい情報をお答えください。（いくつでも）

今後のライフプランを考える上で知っておきたい情報

n=

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
、
経
済
的
な

情
報

子
育
て
の
情
報

妊
娠
、
出
産
に
関
わ
る
身
体

的
な
情
報

地
域
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

結
婚
や
結
婚
生
活
に
関
す
る

情
報
（
結
婚
す
る
と
生
活
が

ど
う
変
わ
る
か
な
ど
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法 両
親
以
外
の
多
様
な
結
婚
や

家
族
の
あ
り
方

結
婚
の
仕
方

結
婚
を
考
え
ら
れ
る
相
手
と

出
会
え
る
方
法

そ
の
他

特
に
な
い

既婚者計 (2,000) 46.3 34.1 27.0 21.8 18.5 11.8 11.7 7.3 6.6 6.1 - 21.4

未婚者計 (18,000) 39.0 18.4 18.7 16.3 23.1 19.6 22.0 11.4 16.1 15.7 0.1 31.7

0%

20%

40%

60%

既婚者計 未婚者計

n=30以上の場合（横方向）
※「その他」「特にない」除く

1位

2位

3位

4位

5位



⑥ 自治体の結婚支援に関する活動認知は未婚者では35％。
利用意向は約３割で、具体的には 「安心安全なマッチングアプリ」など。

27２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

Q66.国やあなたがお住まいの都道府県で婚活支援が行われる場合、どういっ
た支援があると利用したいですか。
次にあげた中で、国やあなたがお住まいの都道府県が行っていた場合、利用し
たいサービスをお答えください。（いくつでも）
※結婚はまだ先だと思っている方は、自分が結婚したいと思ったタイミングで

サービスを利用するときを想定してお答えください。

Q63.あなたがお住まいの都道府県で、結婚支援（出会いの場づくり・婚活支援など）の取り組みをすることについてどのように思いますか。
あなたのお気持ちに近いものをひとつだけお答えください。
※結婚はまだ先だと思っている方は、自分が結婚したいと思ったタイミングでサービスを利用するときを想定してお答えください。

Q58.次にあげたような「結婚」に関連する情報を見聞きしたことがありますか。それぞれの項目について、あてはまるものをお答えください。
SQ2 自分の住んでいる／自分の地元の自治体が結婚支援（出会いの場づくり・婚活支援など）の取り組みをしていること

(%)

n=

TOP2 BOTTOM
2

【未婚】 都道府県の結婚支援の取り組み利用意向 (18,000) 33.2 66.86.0 27.2 43.2 23.6

積極的に利用したい やや利用してみたい
あまり利用したくない 絶対に利用したくない

(%)

n=

TOP2 BOTTOM
2

【未婚】 (18,000) 35.3 64.7

【既婚】 (2,000) 48.2 51.8

自分の住んでいる／自分の地元の自治体が
結婚支援（出会いの場づくり・婚活支援など）

の取り組みをしていること

10.9

14.7

24.4

33.5

31.1

31.3

33.6

20.5

あてはまる
（そう思う）

ややあてはまる
（ややそう思う）

あまりあてはまらない
（あまりそう思わない）

あてはまらない
（そう思わない）

都道府県の結婚支援の取り組み利用意向

自分が住んでいる自治体の結婚支援に関する取り組みについての認知
未婚

1位 安心安全なマッチングアプリのサービス 25.2

2位 性格や価値観が合う人と会えるマッチングアプリ
サービス 22.6

3位
第三者にばれることの少ないマッチングアプリサービ
ス（プライバシーが守られたマッチングアプリのサービ
ス）

14.9

4位 自分がどれくらい出会う力があるか判定できる診断
テストサービス 12.7

5位 プロの方に自分に合った恋愛の仕方を教えても
らえるサービス 12.7

6位 プロの方に自分に合った髪型や服など外見につ
いてのアドバイスをもらえるサービス 12.3

（％）

都道府県の結婚支援の利用意向のある取り組み

 自分が住んでいる自治体の結婚支援に関する取り組みをしていることの認知率は未婚者では35％、既婚者は50％。 (Q58)
 自分が住んでいる都道府県の結婚支援活動の利用意向を示した人は3割。(Q63)
 具体的な内容としては、「安心安全なマッチングアプリ」をはじめとする信頼性の高いマッチングアプリへの利用意向が上位を占める。

また、直接的な結婚支援だけではなく、「プロの恋愛指南」「プロのスタイリングアドバイス」など恋愛や結婚につながる幅広い支援が
期待されている。(Q66)



⑦ 未婚者は既婚者に比べて、ネガティブ思考・自己肯定感が低い傾向。
また親離れなど親との関係性と結婚の有無も影響していることが推察できる。

28２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

[SQ9]現在「結婚も視野に入れた相手を見つける」ことについて行動をしていない理由と
して、あなたの考えに一番近いものをお答えください。（1つ）

Q18.あなたはご自身の性格をどのように思っていますか。あなたご自身の性格としてあてはまるも
のをお答えください。（いくつでも）

Q21.あなたご自身の性格や意識、暮らし方についてお聞きします。次にあげた【A】と【B】の事柄について、あなたご自身の近いものをそれぞれ1つずつお答えください。

13.9 12.4 10.9 10.0 9.4 8.9 

0.0

5.0

10.0

15.0

ご自身の性格

未婚 既婚

1位 ネガティブ思考である 35.1 やさしい 29.0

2位 やさしい 26.2 ネガティブ思考である 23.7

3位 こだわりのある 20.7 こだわりのある 21.6

4位 謙虚な 19.5 気がきく 21.1

5位 個性的な 19.2 家庭的な 18.8

（％）

自分の性格

自己肯定感 (%)

【A】計 【A】 【B】 【B】計

既婚 63.4 33.1

未婚 41.6 50.2

既婚 61.4 34.4

未婚 45.0 46.1

自分自身は親離れしていると思う 自分自身は親離れしていないと思う

親と一緒に暮らしていたときは、大事な
ことは自分で決めることが多かった

親と一緒に暮らしていたときは、大事な
ことは親が決めることが多かった

29.0

17.9

21.3

14.3

34.4

23.7

40.1

30.7

3.4

8.3

4.2

8.9

22.2

25.6

21.2

25.0

11.0

24.6

13.2

21.2

【A】に近い どちらかといえば【A】に近い
あてはまらない・わからない どちらかといえば【B】に近い
【B】に近い

自分自身に満足している

婚活より優先
したいことがあ
るから（仕事
や推し活な

ど）

婚活が面倒だ
から

何から始めれ
ばいいかわから

ないから

自分の外見に
自信がないか

ら

結婚相手とは
自然に出会い
たいと思ってい

るから

自分のスペッ
ク（給料や学
歴など）に自
信がないから

 自分の性格について、未婚者既婚者と比較してみると、未婚者は高校生・大学生・社会人共通して「ネガティブ思考」がトップで、
「個性的」「こだわり」など自己意識が強い傾向。一方、既婚者は「やさしい」がトップのほか、「気が利く」「家庭的な」が上位５位以
内にあげられ、家庭的なバランス感覚があることを自覚している。(Q18)

 「自分自身に満足している」について当てはまらない計が未婚者は57.6%で既婚者(47.2%)よりも10pt高い。 (Q22)
 自己肯定感については、高校生は「自分の外見に自信がない」、社会人は「自分のスペックに自信がない」など、自己肯定感の低さ

を示している。(SQ9)
 親との関係性においては、「親離れしている」「親と一緒に暮らししているとき、大事なことは自分で決める」いずれも４割程度と既婚

者よりも低く、自立心が低いことがわかる。(Q21)

（％）

親との関係性

Q22.あなたの普段の生活の満足感やご自身について、あてはまるものをお答えください。（各1つずつ）

(%)

n=

TOP2
BOTTO

M2

既婚者計 (2,000) 52.8 47.2

未婚者計 (18,000) 42.4 57.6

【基数：対象者全体】

14.1

12.3

38.6

30.2

34.7

33.7

12.5

23.8

あてはまる（そう思う）
ややあてはまる（ややそう思う）
あまりあてはまらない（あまりそう思わない）
あてはまらない（そう思わない）

n≧30の場合（既婚者計より）
▼差分

＋10ポイント
＋ 5ポイント
－ 5ポイント
－10ポイント

（％）



29２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

 理想の暮らしについて、未婚者既婚者ともに「経済的に余裕を持って生活できる暮らし」が最も高く、未婚者で55.5%、既婚者で
58.5%。 (Q20)

 未婚者は「自分の好きなコト・趣味に熱中することのできる暮らし」が50.5%で、既婚者(35.0%)よりも約15pt高い。また「好きな
コトを仕事にする暮らし」が35.6%で、既婚者(27.1%) よりも約8pt高い。(Q20)

⑧ 理想の暮らしについて、未婚者は既婚者よりも「好きなコト・趣味に熱中する暮らし」、
「好きなコトを仕事にする暮らし」が高い傾向。

Q20.ここでは、あなたご自身の理想の暮らしと現実の暮らしについておうかがいします。あてはまるものを以下の中からお答えください。（いくつでも）
（1）下記の中で、あなたの理想の暮らしにあたるものを教えてください。（いくつでも）

理想の暮らし

n=
経済的に余裕をもっ
て生活することがで

きる暮らし
結婚して子どもを育

てる暮らし
結婚して家族と共に
生活をする暮らし

交際相手／パート
ナー・配偶者と一緒
にいる時間が多い暮

らし

時間や情報に追わ
れないゆっくりとした
生活を送る暮らし

自分の好きなコト・
趣味に熱中すること

のできる暮らし
自分の好きなコトを
仕事にする暮らし

既婚者計 (2,000) 58.5 47.1 46.6 44.8 36.1 35.0 27.1

未婚者計 (18,000) 55.5 21.1 24.2 27.5 36.2 50.5 35.6



30２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

⑨ お金に対する考え方について、未婚者は「趣味や欲しいものにはお金を惜しまない」が
既婚者よりも高く、「貯蓄や資産運用」「大切な人に使うことに満足」は低い傾向。
 お金に対する考え方について、「趣味や欲しいものにはお金を惜しまない」が未婚者では34.5%で既婚者(20.0%)よりも約15pt

高い。(Q23)
 「貯蓄や資産運用について考える」は未婚者が24.5%で、既婚者(38.5%)よりも14pt低い。また「自分のためだけでなく、大切な

人にお金を使うことに満足する」が未婚者で20.3%で、既婚者(33.8%)よりも低い傾向。(Q23)

Q23.ここではお金や消費に関する気持ち・考え・行動についてお聞きします。
（1）現在のあなたの気持ち・考え・行動としてあてはまるものをお答えください。（いくつでも） ※表示された項目についてお答えください。

あなたのお金に関する気持ち・考え・行動（現在）

n=
貯蓄や資
産運用に
ついて考え

る

老後の生
活に資金
面で不安
を感じてい

る

お金を無
駄遣いした
くないので、
計画的に

使う

自分のた
めだけでな
く、大切な
人にお金を
使うことに
満足する

（家族や交
際相手／
パートナー、
友人など）

特に買うも
のがなくて
もお店の
中を見て
回ることが
好きだ

お金よりも
大切なも
のがある

安売りの
時間帯、
タイムセー
ルを狙って
お店に行く

お金を使
いすぎて、
後悔するこ
とがある

お金や資
産は人生
を楽しむた
めに投資
するものだ

実物を見
ず、オンラ
インで商品
を購入す
ることに抵
抗がない

資産運用
を積極的
に行ってい

る

趣味や欲
しいものに
はお金を

惜しまない

既婚者計 (2,000) 38.5 36.5 35.5 33.8 33.2 27.0 24.6 23.1 21.5 20.4 20.1 20.0

未婚者計 (18,000) 24.5 28.0 34.0 20.3 28.7 22.3 20.7 29.7 18.1 19.8 10.7 34.6



31２．出会い・結婚に対する障壁となっている課題 【３】ライフデザインや出会いに関する若い世代の認識について

⑩ 普段の情報源は、未婚者はXが62%で最も多く、次いでテレビ、インターネット動画、
既婚者ではテレビが68%で最も多く、次いでInstagram、インターネット動画。

 普段の情報源について、既婚者はテレビが67.9%で最も多く、次いでInstagram(58.4%)、インターネット動画(51.1%)、
X(46.4%)。未婚者はXが61.6%で最も多く、次いでテレビ(61.5%)、インターネット動画(60.6%)、Instagram(53.7%)。
(Q16)

 未婚者は既婚者よりもXが約15pt高く、インターネット動画は約10p高い。一方、InstagramやFacebookは約5pt低い傾向。
(Q16)

Q16.あなたの普段の情報源をお答えください。（いくつでも）

Q16

n=

テレビ Instagra
m（インス
タグラム）

インター
ネット動画
（YouTu
beなど）

X（旧：
Twitter
（ツイッ
ター））

LINE（ラ
イン）

WEB上の
ニュース記
事

検索サイト
（Googl
e、
Yahoo! 
JAPANな
ど）

動画配信
サイト
（Netflix、
Amazon
プライムな
ど)

TikTok
（ティック
トック）

企業の
ホームペー
ジ

ラジオ 街中や電
車の広告

Faceboo
k（フェイ
スブック）

既婚者計 (2000) 67.9 58.4 51.1 46.4 45.4 35.3 29.3 28.8 22.9 12.4 11.7 10.5 10.2
未婚者計 (18000) 61.5 53.7 60.6 61.6 45.5 36.7 39.2 25.9 28.3 14.7 10.7 12.8 5.1
高校生（未婚） (2143) 68.2 63.1 61.0 60.3 51.1 35.9 40.6 21.1 44.0 8.8 9.3 15.9 3.5
大学生（未婚） (2292) 60.5 66.2 66.3 69.3 55.4 37.5 41.9 27.6 38.8 12.9 9.3 18.0 3.3

普段の情報源
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